
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

第
5
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

車椅子移動・移乗・等について理解する。
介護福祉士実務
者研修テキスト
第2版　中央法
規、配布資料

教科書の指定箇所を読
んでおく。各コマに

おける
授業予定

車椅子介助、基本構造、車椅子の介助におけるアセスメントの
視点を学び、車椅子移動の実演を実施する。

第
4
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

食事の生活支援技術について学ぶ。
介護福祉士実務
者研修テキスト
第2版　中央法
規、配布資料

教科書の指定箇所を読
んでおく。各コマに

おける
授業予定

食事介助、食事に関する福祉用具とその活用方法を学び、食
事介助を実演する。

第
3
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

食事生活支援援助の基本
介護福祉士実務
者研修テキスト
第2版　中央法
規、配布資料

教科書の指定箇所を読
んでおく。各コマに

おける
授業予定

食事介助を行うにあたって、食事の形態を学ぶ。栄養補助食品
を実際に食べてみて振り返りシートに記入してもらう。

第
2
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

住環境の整備と福祉用具の活用を理解する。
介護福祉士実務
者研修テキスト
第2版　中央法
規、配布資料

教科書の指定箇所を読
んでおく。各コマに

おける
授業予定

住環境の意義、生活空間と介護、福祉用具の活用を学ぶ。

第
1
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

生活支援とICFを理解する。
介護福祉士実務
者研修テキスト
第2版　中央法規

教科書の指定箇所を読
んでおく。各コマに

おける
授業予定

オリエンテーション、生活支援とアセスメント、ICFの視点とアセ
スメントを学ぶ。

講義内容により、演習や学外授業もあるので、積極的に授業に参加すること。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 森脇　光祐
実務経験と

その関連資格
訪問介護7年勤務・特別養護老人ホーム（ユニットリーダー）８年在籍中・介護福祉士
喀痰吸引等研修終了・認知症介護実践リーダー研修終了

一年生の授業内容も復習をかねてより専門的に学び、介護の専門知識を身に付けながら実習を行う。

定期試験　70％　出席評価　20％　平常評価　10％

602

講義

科  目  名 生活支援技術Ⅱ（介護技術Ⅱ） 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

介護福祉士実務者研修テキスト　第2版　中央法規

福祉に関連した内容等に関心を持ち、学習に結び付けていく。

2023

学        科 医療福祉総合学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 2年 学期及び曜時限 金曜3限 教室名



第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

小テストを実施し、これまでの学習内容の理解度を確認する

配布資料
これまでの学習で配布
した資料やテキストを見
直しておく

配布資料 配布資料を読んでおく。
各コマに
おける

授業予定
施設の日常DVDを観で学ぶ。振り返りシートに記入する。

各コマに
おける

授業予定
小テストの実施

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護施設の日常についての理解。

各コマに
おける

授業予定

これまでの実習の内容のまとめをおこない、配布資料にて学
ぶ。

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

人生の最終階段における介護の生活支援技術の理解。

介護福祉士実務
者研修テキスト
第2版　中央法
規、配布資料

教科書の指定箇所を読
んでおく。各コマに

おける
授業予定

衣服着脱の介助、整容の介助について学ぶ。衣服着脱の実習
の実施。

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの実習の内容のまとめ

配布資料 配布資料を読んでおく。

介護福祉士実務
者研修テキスト
第2版　中央法
規、配布資料

教科書の指定箇所を読
んでおく。各コマに

おける
授業予定

看取り介護を行うにあたって、人生の最終階段の介護、介護
職、家族への支援について学ぶ。

各コマに
おける

授業予定
認知症について種類・症状・対応策について学ぶ。

第
11
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

着脱、整容等の生活支援技術について理解する。

介護福祉士実務
者研修テキスト
第2版　中央法
規、配布資料

教科書の指定箇所を読
んでおく。各コマに

おける
授業予定

介護におけるコミュニケーションの意義、目的、役割、技法
介護現場における利用者・家族とのコミュニケーション
介護におけるチームマネジメントとコミュニケーションについて学
ぶ。

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症についての理解。

配布資料 配布資料を読んでおく。

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーション技術について理解する。

各コマに
おける

授業予定

一部介助を要する利用者の歩行の介助について学ぶ。歩行介
助の実習を実施する。

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
6
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

排泄の生活支援技術について理解する。
介護福祉士実務
者研修テキスト
第2版　中央法
規、配布資料

教科書の指定箇所を読
んでおく。

介護福祉士実務
者研修テキスト
第2版　中央法
規、配布資料

教科書の指定箇所を読
んでおく。各コマに

おける
授業予定

口腔清潔の介助を行うにあたってを学び、口腔ケアの実習を実
施する。

第
8
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

歩行の介助にて理解する。
介護福祉士実務
者研修テキスト
第2版　中央法規

教科書の指定箇所を読
んでおく。

第
7
回

実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

口腔清潔の介助について理解する。

各コマに
おける

授業予定

排泄介助、排泄道具、オムツ・パットの種類について、排泄介助
の実演を実施する。

授業の
方法 内　　　容 使用教材


